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まえがき

　溶接は製品製造の一っの手段であると同時にその製品そのものの一部を作り

出す事でもある。すなはち製品設計仕様に応じて所用の製造の品質を創り出す

ことが要求される。溶接（融接）は高温と金属の溶融を伴い、構造部材の材質、

形状の変化のみならず残留応力、各種溶接欠陥の発生など複雑な品質要因を持

っている。この品質を創り出すのは勿論溶接士であるが、溶接技術者によって

管理された品質の確保でなければならない。また溶接技術者は品質管理と同時

に生産性の向上も計らねばならない。

　昨今、産業構造の変化が進み熟練技能者が減少し、豊富な知識と経験を持っ

た溶接技術者も激減している。その結果は製品品質の安定にも影響を及ぼすこ

とが懸念され、技術の伝承にも不安がある。勿論、周辺技術の進歩による機械

化、自動化、ロボット化も進み、解決されて行く面もあるが、その開発、実用

化もまた溶接技術者の役目である。

　この造船溶接技術者の集りである本委員会でも、それらの問題に、いかに取

組むか討議してきた。そこで平成2年から、溶接技術者の日常の計画、管理の

上での必須知識を、初級技術者にも、わかりやすいかたちで纏める、委員会活

動のなかで問題解決の事例などに解説を加えて資料とする、これらを併せて冊

子とし溶接技術者の教育・育成の資料とする、ことを目標の一っとして活動し

てきた。その結果が平成3年5月に発刊した“溶接施工Q＆A”であり関係者

には好評な資料となって溶接技術者の教育に活用されている。

　今回はその時、全委員から集めた日常の経験に基づいた、質問“Q”項目の

残りのもの、およびその後の委員会活動から得られた技術資料から、一般の教

科書やテキストには載っていないもの、現場の溶接技術管理者としての必要な

知識、特にノウハウも得られるような項目を質問“Q”の形で選んだ。

　解答“A”は、前回同様、全委員に分担して作成してもらい、委員会で検討、

審議のうえ纏めた。この作成、審議の過程で委員自らも、考えを整理し、他の

分野の調査など勉強の機会となった。

　本冊子の解答は主に造船所での現時点での基本的な考え方に基づいたもので

はあるが、問題解答は多角的な見方が出来るよう配慮したっもりであり、造船．

溶接技術者、監督者だけでなく、設計者、さらに他の分野の技術者、監督者に

も役立てて戴けるのではないかと自負している。

　なお、この様な纏めは今回で留まらず、今後も委員会活動を通じて、更に追

加し、　“続々Q＆A”としてまとめを続けてゆくつもりである。
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